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平成 29 年 3 月 21 日 
 

藻場･干潟の再生、創出支援事業完了報告書 
 

特定非営利活動法人アマモ種子バンク  
 

１．事業の目的 

河川に堆積した土砂を浚渫し、有効利用することが検討され、その一つに漁場環境を改善

するためにヘドロ化した海底の覆砂、藻場･干潟、浅場の造成に浚渫土砂を用いることが提案

されているが、費用対効果 (造成規模と漁獲量の増加)が明確でなく、事業化されるまでには

至っていないのが現状で、浚渫土砂を用いたアマモ場造成についても同じである。  

そこで、20 年以上安定した自生アマモ場で生態系に関わる生物調査 (小型地曳網による比

較的大形の遊泳生物調査、アマモ場の葉上･付着生物調査、底生生物調査 )を行い、アマモ場

の生態系全体を把握し、アマモ場の生物多様性を検討する。また、この安定したアマモ場に

隣接し、ヘドロ化した海域を河川浚渫土砂で覆砂した浅場で、新たにアマモ場再生事業を行

い、安定したアマモ場と同様の生物調査をアマモ場の造成状況 (藻場面積、生育密度 )に合わ

せて継続して行い、安定したアマモ場と新たに造成されたアマモ場での調査結果から二つの

アマモ場の類似度を比較検討し、新たに造成したアマモ場での生態的機能の回復･創生過程を

明らかにする。  

以上の調査、検討を継続して行い、新たに造成したアマモ場で安定した生態系が形成され

るには、どの程度の藻場面積と期間 (年月)が必要か、そして、アマモ場造成による漁獲量の

増加を推定する基礎資料を得ることが目的である。  
 
２．事業の内容 
 
2.1 新たに造成された浅場でのアマモ場再生事業  

図-2.1 に示す明石市魚住の沖合いに加古川の浚渫土を投入し造成された浅場で、金網法に

よる自生アマモ株の移植により 25 ㎡のアマモ場造成を以下のように行なった。  

日時：平成 28 年 12 月 18 日(日) 9:30～16:00 

  場所：アマモ株の採取 江井ヶ島海水浴場前の自生アマモ場  

     移植準備作業 江井ヶ島海水浴場階段護岸  → 江井ヶ島漁協前岸壁  

     アマモ株の移植 魚住沖浅場  

 
図 -2.1 アマモ場再生事業海域  
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(1) アマモ株の採取 

NPO 法人環境教育技術振興会の 4 名のダイバーにより、図 -2.1 に示す江井ヶ島海岸の自生

アマモ場でアマモ株 (栄養株 )の採取を行なった。（写真 -2.1）  

 

写真-2.1 自生アマモ株の採取  

採取株数は金網 1 枚に 2～4 株として約 500 株で、採取は一箇所からではなく、密生してい

るアマモ場全体から間引くように採取した。 (写真-2.2) 

 

写真-2.2 採取したアマモ株  

(2) 金網法によるアマモ株移植準備  

移植したアマモ株が波、流れにより流失しないよう、アマモの地下茎を地中に固定するた

めに写真-2.3 に示すようにアマモ株を金網に挟み込み、移植します。  

 

写真-2.3 金網に取り付けられたアマモ株  

まず、使い捨てのバーベキュー用金網 (共栄金物㈱：網目 11 ㎜、幅 188 ㎜×長さ 295 ㎜)

を直角に折り曲げ、アマモ株の地下茎を網目に通します。アマモ株 2～4 株を通したら、網を

完全に折り、アマモの地下茎を挟み込みます。そして、網の端部をホックリングガンで留め

ます。予定数は移植面積を 5m×5m(25 ㎡)、移植間隔は 50 ㎝として、11×11＝121 個以上製

作しました。  

(3) アマモ株の移植 

魚住沖の浅場でのアマモ株移植は、潮の流れが速い明石沖での潜水、それも作業であるた

め、潜水士の資格を持つダイバー 4 名で行った。アマモ株移植位置を図 -2.2 に示す。  
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図-2.2 アマモ株の移植位置  

アマモ株移植は、まず海底に直交する 2方向にトラロープで 5m×5mの丁張りを設置します。

そして、アマモ株を固定した金網を園芸用スコップで埋め、アマモ株を移植しました。（写真

-2.4、写真-2.5） 

        

写真-2.4 トラロープでの丁張り       写真-2.5 アマモ株の移植  

 移植後のアマモの状態を写真 -2.6、写真-2.7 に示す。  

  

写真-2.6 移植後のアマモ  

  

写真-2.6 移植後のアマモ  
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2.2 造成アマモ場の追跡調査 

図-2.2 に示す造成浅場に移植したアマモ株の生育調査と底生生物調査を以下のように行

った。また同時に、江井ヶ島海岸の自生アマモ場でもアマモ葉上･付着生物および底生生物調

査を行った。  

 第 1 回調査 

 日時：平成 28 年 8 月 8 日(月) 10:00～14:30 

    (当初 7 月 13 日を予定したが、雨、風のため中止･順延とし、8 月 8 日に実施した。) 

  場所：魚住沖浅場  

アマモ株の生育状況(平成 26 年 11 月 16 日設置) 

底生生物調査 (造成アマモ場区域外の 1 箇所) 

     江井ヶ島海岸 

       アマモ葉上･付着生物(自生アマモ場内 1 箇所) 

       底生生物調査(自生アマモ場内 1 箇所) 

  第 2 回調査 

日時：平成 29 年 2 月 25 日(土) 9:00～14:30 

  場所：魚住沖浅場  

アマモ株の生育状況(平成 26 年 11 月 16 日設置) 

底生生物調査 (造成アマモ場区域内外の 2 箇所) 

     江井ヶ島海岸 

アマモ葉上･付着生物(自生アマモ場内 1 箇所) 

底生生物調査 (自生アマモ場内 1 箇所) 

(1) 第 1 回調査(平成 28 年 8 月 8 日) 

1) 魚住沖浅場のアマモ場再生区域  

図-2.2 のアマモ移植位置に平成 26 年 11 月 16 日に移植したアマモ株の生育状況を調査し

たが、アマモはパッチ状に 10 数株しか残っていませんでした。(写真-2.7)このため、平成

27 年度中に 2 度行ってきたアマモ葉上･付着生物調査は断念しました。  

 

写真-2.7 アマモ造成区域内で生残しているアマモ  

 そして、底生生物調査を図 -2.3 に示すアマモ場造成区域外箇所で行いました。  
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図-2.3 魚住沖での底生生物調査位置  

2) 江井ヶ島海岸の自生アマモ場 

 図-2.4 に示す江井ヶ島海岸の自生アマモ場で葉上･付着生物調査と底生生物調査を行いま

した。 

 
図-2.4 江井ヶ島海岸の自生アマモ場内の調査位置  

 アマモの生育状態を写真-2.8 に示します。 

 

写真-2.8 江井ヶ島海岸の自生アマモ  

3) アマモ葉上･付着生物および底生生物調査結果  

 底生生物調査結果を表-2.1 にアマモ葉上･付着生物調査結果を表 -2.2 に示します。また、

各調査結果での優占種を写真 -2.9、写真-2.10 に示します。  
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表-2.1 底生生物調査結果  
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写真-2.9 底生生物の優占種  

表-2.2 アマモ葉上･付着生物調査結果  

 

   

写真-2.10 葉上･付着生物の優占種  

1 ﾏﾅｺﾁﾏｷｺﾞｶｲ  

キゴカイ  

2 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ  

キゴカイ  

3 Pseudopolydora sp.  

キゴカイ  

1 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ亜科  

キゴカイ  

2 Jassa sp. 

キゴカイ  

3 Zeuxo sp. 

キゴカイ  
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(2) 第 2 回調査(平成 29 年 2 月 25 日) 

1) 魚住沖浅場のアマモ場再生区域  

図-2.2 のアマモ移植位置に平成 28 年 12 月 18 日に移植したアマモ株の生育状況を調査し

たが、アマモは写真-2.9 に示すように生残している。  

  

写真-2.9.1 アマモ造成区域内で生残しているアマモ  

  

写真-2.9.2 アマモ造成区域内で生残しているアマモ  

 そして、底生生物調査を図 -2.3 に示すアマモ場造成区域内外の 2 箇所で行いました。 

2) 江井ヶ島海岸の自生アマモ場 

 図-2.4 に示す江井ヶ島海岸の自生アマモ場で葉上･付着生物調査と底生生物調査を行いま

した。 

3) アマモ葉上･付着生物および底生生物調査結果  

底生生物調査結果を表 -2.3 にアマモ葉上･付着生物調査結果を表 -2.4 に示します。また、各

調査結果での優占種を写真 -2.11、写真-2.12 に示します。  
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表-2.3 底生生物調査結果  

 

   

写真-2.11 底生生物の優占種  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ﾏﾅｺﾁﾏｷｺﾞｶｲ  

キゴカイ  

2 ｲﾄｺﾞｶｲ科  

キゴカイ  

3 Pseudopolydora sp.  

キゴカイ  
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表-2.4 アマモ葉上･付着生物調査結果  

 

   

写真-2.12 葉上･付着生物の優占種  
 
３．各調査結果による生物多様度指数と類似度指数  

 魚住沖の浅場に造成されていくアマモ場の生態的機能の回復･創生過程を明らかにするた

め、江井ヶ島海岸の自生アマモ場と魚住沖浅場の造成アマモ場について、生物相の多様性や

各地域間の生物相の類似度を今後検討していくが、各調査 (底生生物調査、アマモ場の葉上･

付着生物調査 )とも短期間で数少なく、詳細な検討を行なうに足るものではない。  

そこで、ここでは従来から用いられている簡易で初歩的なもので、多様度指数としては

Simpson および Shannon-Wiener の指数、また、類似度指数については Jaccard および

Bray-Curtis の類似度により検討した。  

各指数および各類似度は以下により求めた。  

    多様度指数  

Simpson の多様度指数   

        

          

      Shannon-Wiener の多様度指数  

   

       

    類似度指数  

            Jaccard の類似度指数  

1 ﾀﾏﾂﾎﾞ  

キゴカ

イ  

2 ｶﾏｷﾘｿｺｴﾋﾞ属  

キゴカイ  

3 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属  

キゴカイ  
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      Bray-Curtis の類似度指数  

  

      

 
 

3.1 底生生物  

江井ヶ島海岸の自生アマモ場と魚住沖の造成アマモ場でアマモの葉上･付着生物調査でア

マモを刈り取った位置と魚住沖の浅場の原地盤として図 -2.3 に示すアマモ移植範囲外の沖

側位置の 3 地点の底生生物結果 (表-2.1、表-2.3)より、各地点での生物多様度指数と各地点

間の類似度指数を求めた。  

(1) 多様度  

 多様度指数の算定結果を表 -3.1 に示す。  

表 -3.1 多様度指数（底生生物）  

 

 表 -3.1 より 8 月 (夏季 )の結果をみると、の Simpson、Shannon-Wiener のいずれにも有意

な差があり、江井ヶ島･自生アマモ場の方が魚住沖浅場･アマモ造成区域外よりも生物相が豊

かであるといえる。しかし、表 -3.2 の種数をみると、両地点には大きな差はなく、多様度指

数に大きな差があるとは考えられない。そこで、表 -2.１で最大個体数と総個体数の割合をみ

ると、自生アマモ場ではイトゴカイ科で 19.0％、造成浅場･アマモ場造成区域外ではホトト

ギスガイが 74.3％を占めており、この最大個体数が影響していると思われる。  

また、2 月 (春季 )の結果をみると、Simpson の多様度指数では各地点とも 0.85～0.95、

Shannon-Wiener の値では 3.5～4.5 の範囲であり、有意な差は認められない。  

表 -3.2 底生生物の種数と個体数  
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(2) 類似度  

 各地点間の類似度指数の結果を表 -3.3 に示す。  

表 -3.3 類似度指数（底生生物）  

 

表 -3.3 より、江井ヶ島･自生アマモ場と魚住沖浅場･アマモ場造成区域内外との類似度をみ

ると、8 月、2 月とも J＜0.25、δ＞0.85 で類似度は小さく、一方、魚住沖浅場のアマモ場

造成区域内外の類似度をみると、 J 値が 0.488、δ値が 0.643 と類似度は大きいといえる。

高いといえる。少し小さくなる。これは表 -3.2 で種数と個体数はほぼ同じであるが、表 -3.3

で共通種数をみると 21 種と多くなっていることによると考える。  
 

3.2 葉上･付着生物  

江井ヶ島海岸･自生アマモ場と魚住沖浅場･アマモ場造成区域で造成したアマモ場での葉

上･付着生物について比較検討したいが、現時点ではアマモ場再生を優先しているため、アマ

モ場造成区域での調査は中止している。このため、江井ヶ島海岸の自生アマモ場の多様度の

みを検討した。  

(1) 多様度  

 多様度指数の結果を表 -3.4 に示す。  

表 -9.4 多様度指数（アマモの葉上･付着生物）  

 

 また、採捕した種数、個体数と刈り取ったアマモの湿重量を表 -3.5 に示す。  

表 -9.5 アマモの葉上･付着生物の種数と個体数  

 

表 -9.5 より、2 月 (春季 )の種数は 8 月 (夏季 )の 1/3 近くまで、個体数も 1/8 まで減少してい

るが、表 -3.4 で多様度指数をみると、8 月 (夏季 )、2 月 (春季 )とも Simpson の指数では (1-λ )

＞0.8、Shannon-Wiener の指数はで H´＞3.0 であり、自生アマモ場は生物相は豊かである

といえる。  
 
３．事業の成果と今後の課題 
 

3.1 事業の成果 
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本事業で得た成果は以下の通りです。  

1) 魚住沖に造成された浅場にアマモ栄養株の移植により25㎡のアマモ場を創出した。  

2) 魚住沖に新たに創出したアマモ場の生態的機能がどのように創生されるかの初期過

程のデータを取得できた。  
 

3.2 今後の課題 

 本事業を継続していくには以下の課題があります。  

1) 魚住沖の浅場に移植したアマモが生残し、再生、再生産するまでになるかは未だ不確

実であり、2～3年は本事業を継続する必要がある。  

2) 魚住沖浅場でのアマモ場造成への参加者をより多く、確実にするためには、地元市民

活動団体と協働して、その団体が行なっているイベントとの同日開催を提案していく

などの対策を検討する必要がある。 


